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トレジャリー・マネージメント・
ソリューションの導入

［第4回］

こ
れ
ま
で
、数
回
に
わ
た
り
、ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、今

回
は
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
進
め

方
や
注
意
点
を
弊
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
体
験

も
交
え
て
述
べ
て
み
た
い
。
弊
社
の
場
合
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
シ
ス
テ
ム
導
入
に
な
る
た

め
、以
下
の
内
容
は
所
謂
ス
ク
ラ
ッ
チ
か
ら
の
開
発

に
は
適
用
で
き
な
い
部
分
も
多
々
あ
り
、可
能
な

限
り
そ
の
辺
り
に
も
言
及
し
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
骨
組
み

シ
ス
テ
ム
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、一
般
的
に
全

体
の
プ
ロ
セ
ス
を
局
面
化
し
て
行
う
。
各
局
面
の

呼
び
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
要
件
定
義
、
基

本
設
計
、詳
細
設
計
、開
発
、テ
ス
ト（
単
体
テ
ス

ト
、
統
合
テ
ス
ト
、シ
ス
テ
ム・テ
ス
ト
）、移
行
と

い
う
段
階
が
最
も
一
般
的
で
あ
る
。
弊
社
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
こ
の
観
点
は
同
じ
で
あ
る

が
、要
件
定
義・基
本
設
計
局
面
を
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

と
呼
ん
で
い
る
。
全
体
の
工
数
を
一
〇
と
し
た
と

き
、ス
ク
ラ
ッ
チ
開
発
で
は
一
般
的
に
、要
件
定
義・

基
本
設
計
が
三
、詳
細
設
計・開
発
で
四
、テ
ス
ト

で
三
の
分
割
を
す
る
が
、弊
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、ス
コ
ー
ピ
ン
グ
四
、
詳
細
設
計・開
発（
設
定
）

が
二
、テ
ス
ト
が
四
と
い
う
の
が
標
準
的
な
分
割

で
あ
る
。
こ
の
ワ
ー
ク
ロ
ー
ド
の
分
割
割
合
が
ス

ク
ラ
ッ
チ
開
発
に
近
づ
く
こ
と
は
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

そ
れ
な
り
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、ア
ド
オ
ン
開
発
を

行
っ
た
こ
と
に
な
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
使
用
の
メ
リ
ッ

ト
が
小
さ
く
な
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前（
事
前
検
討
）に

検
討
す
べ
き
事
項

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
海
外
拠
点

を
巻
き
込
ん
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
前
に
各
拠
点
と
検

討
す
べ
き
項
目
が
多
々
あ
る
。
各
拠
点
の
取
引
銀

行
、口
座
数
や
金
融
取
引
の
種
類
、現
状
の
業
務

の
流
れ
の
調
査
に
始
ま
り
、現
地
の
規
制
や
税
金

の
仕
組
み
等
も
当
然
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
実

際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
と
、
各
拠
点
の
要

望
を
全
て
取
り
込
む
こ
と
は
困
難
な
た
め
、事
前

に
集
め
た
情
報
と
戦
略
的
な
観
点
を
考
慮
し
て
標

準
業
務
フ
ロ
ー
を
決
め
、展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

ス
コ
ー
ピ
ン
グ
局
面
で
の
進
め
方
、

考
慮
点

ス
コ
ー
ピ
ン
グ
局
面
で
は
、
事
前
検
討
で
想
定

し
た
業
務
フ
ロ
ー
を
ベ
ー
ス
に
実
現
性
の
確
認
と

詳
細
の
詰
め
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
ス
ク
ラ
ッ
チ

開
発
の
場
合
、開
発
の
難
易
度
が
非
常
に
高
い
等

の
制
約
が
な
い
限
り
、要
件
を
実
現
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
が
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
の
場
合
、カ
ス

タ
マ
イ
ズ
、ア
ド
オ
ン
な
し
に
要
件
が
実
現
可
能
な

こ
と
の
検
証
が
最
も
重
要
に
な
る
。
当
然
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
実
現
で
き
な
い
要
件
が
出
て
き
た
場
合
、

コ
ス
ト
と
の
見
合
い
で
ア
ド
オ
ン
開
発
の
可
否
を

検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
一
般
的
に
あ
る
一
つ

の
業
務
要
件
を
満
た
す
た
め
の
実
現
方
法
は
複
数

あ
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
最
も
一
般
的
な
実
現
方
法

（
ベ
ス
ト・プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
、当
初
考
え
て
い
た

方
法
と
異
な
る
方
法
で
実
現
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
は
多
々
あ
る
が
、む
し
ろ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
提
供

す
る
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
自
社
の
業
務
を
よ

り
効
率
化
で
き
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

ス
コ
ー
ピ
ン
グ
局
面
で
最
も
難
し
い
の
は
、要
件
の

実
現
方
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
で
要
件
を

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
、短
期
間
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を

構
築（
一
〜
二
週
間
）し
、実
現
方
法
を
検
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ

た
」と
い
う
ス
ク
ラ
ッ
チ
開
発
で
よ
く
見
ら
れ
る
問

題
は
発
生
し
な
い
。
た
だ
し
、こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
直
接
参
加
し
て
前
面
に

出
て
き
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

最
後
に
、弊
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
ス
コ
ー
ピ

ン
グ
局
面
の
進
め
方
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
弊
社
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で
は
最
初
に
標
準
化
さ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
質
問

集
を
用
い
て
大
ま
か
な
ユ
ー
ザ
ー
要
件
の
確
認
を

行
う
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
必

要
な
領
域
を
特
定
し
、そ
の
部
分
に
関
係
す
る
機

能
の
研
修
を
行
い
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
理
解
を
深
め

る
と
共
に
要
件
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
実
現
す
る
た
め

の
方
法
に
つ
い
て
も
詰
め
て
い
く
。
こ
の
過
程
の

中
で
、
必
要
に
応
じ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
実
際
に

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
せ
る
た
め
、ユ
ー
ザ
ー
の
理
解
も

深
ま
り
、
精
度
の
高
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
＆
Ｇ
Ａ
Ｐ
分
析
が

な
さ
れ
、必
要
な
ア
ド
オ
ン
項
目
が
定
義
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

詳
細
設
計・開
発（
設
定
）局
面
で
の

進
め
方
、考
慮
点

開
発
局
面
で
は
、ス
コ
ー
ピ
ン
グ
局
面
で
定
義
し

た
要
件
に
基
づ
き
実
際
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
設
定
を

行
う
。
通
常
、弊
社
に
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
成

し
、ユ
ー
ザ
ー
が
確
認
を
行
う
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を

複
数
回
実
施
す
る
こ
と
で
進
め
、こ
の
過
程
の
中

で
最
終
的
に
設
定
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

必
要
と
な
る
ア
ド
オ
ン
機
能
に
関
し
て
は
、ス
ク

ラ
ッ
チ
開
発
と
同
様
の
進
め
方
を
す
る
。
ス
コ
ー
ピ

ン
グ
局
面
で
も
れ
た
要
件
は
、こ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ

ン
グ
中
に
拾
う
こ
と
に
な
る
。
弊
社
の
経
験
で
は
、

こ
の
段
階
で
発
生
す
る
要
件
の
多
く
は
帳
票
開
発

で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、ス
コ
ー
ピ
ン
グ

時
に
十
分
に
要
件
を
詰
め
て
い
な
い
と
、大
き
な
ア

ド
オ
ン
の
必
要
性
が
発
生
し
な
い
保
証
は
な
い
。

ま
た
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
設
定
は
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
機
能

に
関
わ
る
設
定（
承
認
の
回
数
、リ
コ
ン
サ
イ
ル
の

設
定
、資
金
繰
り
表
の
定
義
等
）だ
け
で
は
な
く
、

全
体
の
組
織
構
造
の
確
定
や
カ
ウ
ン
タ
ー
・パ
ー

テ
ィ
ー
の
構
造
、銀
行
や
口
座
情
報
等
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
行
う
上
で
最
低
限
必
要
と
な
る
マ
ス
タ
ー
・

デ
ー
タ
の
登
録
を
含
む
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。

テ
ス
ト
、移
行
局
面
で
の
進
め
方
、

考
慮
点

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
設
定
が
終
了
す
る
と
本
番
で
使

用
す
る
マ
ス
タ
ー
・デ
ー
タ（
銀
行
情
報
、口
座
情

報
、カ
ウ
ン
タ
ー
・パ
ー
テ
ィ
ー
情
報
等
）を
登
録
す

る
。
移
行
デ
ー
タ
の
数
が
多
い
場
合
は
、情
報
を

イ
ン
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
環
境
を

準
備
し
た
上
で
、実
際
に
日
々
使
用
し
て
い
る
取
引

の
入
力
票
を
使
い
Ｕ
Ａ
Ｔ（
ユ
ー
ザ
ー
受
入
テ
ス
ト
）

を
行
う
。
Ｕ
Ａ
Ｔ
は
ユ
ー
ザ
ー
が
主
役
で
あ
り
、弊

社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
側
に
い
て
、問
題
が
発
生

し
た
り
困
っ
た
時
に
支
援
す
る
役
割
に
な
る
。
テ

ス
ト
内
容
と
し
て
は
、日
々
の
業
務
の
パ
タ
ー
ン
を

網
羅
す
る
テ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
部

や
ベ
ン
ダ
ー
が
代
わ
り
に
テ
ス
ト
を
行
う
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、そ
れ
を
以
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
負
荷
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、業
務
を
十
分
理

解
し
て
い
な
い
人
が
テ
ス
ト
を
す
る
こ
と
で
、余
分

な
工
数
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
開
発

の
場
合
、ユ
ー
ザ
ー
が
シ
ス
テ
ム
を
触
る
前
に
十
分

な
機
能
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
は
常
識
で
あ
る
が
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
の
場
合
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
自
体
の
品

質
確
認（
こ
れ
は
本
来
パ
ッ
ケ
ー
ジ
提
供
ベ
ン
ダ
ー

が
責
任
を
持
っ
て
行
う
作
業
）は
既
に
終
え
て
い
る

た
め
、ア
ド
オ
ン
開
発
部
分
以
外
は
、ユ
ー
ザ
ー
が

直
接
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

業
務
機
能
以
外
の
機
能（
運
用
、障
害
対
策
等
）も

あ
る
の
で
、そ
の
部
分
の
確
認
は
ベ
ン
ダ
ー
が
事
前

に
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

今
日
の
経
済
環
境
は
厳
し
く
、今
後
も
フ
リ
ー
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ロ
ー
の
確
保
は
企
業
に
と
り
重
要

な
課
題
と
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
戦
略
を
実
行
す
る

上
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
の「
見
え
る
化
」は
必
須
の
要
件

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
ト
レ
ジ
ャ

リ
ー
・シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
常
に
考
慮
す
べ
き
選
択

肢
で
あ
る
。


